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事務事業評価を行いました

　高鍋町では、行財政改革および集中改革プラ

ンへの取り組みの一つとして事務事業評価を実

施しています。 

　事務事業とは、「政策」「施策」「事務事業」と

階層化された行政活動（図１）において施策を

実現するために行う実際の仕事のことです。 

　個々の事業について、「効率的に行えたか」「効

果は上がったか」「ニーズに応えているか」など

の視点で職員自らが評価をすることにより、説

明責任の質的向上や費用対効果への意識の変化

も現れてきました。 

　今後もＰＤＣＡサイクル（図２）を実践しな

がら、行政サービスの質の向上のために事務事

業の具体的改善を図り、限られた行政資源（財源・

人員）で最大の効果が得られるよう努めていき

ます。 

平成２０年度の評価結果
　平成２０年度は、１４２の事業について、各課担当者が記入した評価表をもとに担当課長が「１次評価」を行い、

副町長などで構成される事務事業評価委員会が「２次評価」を行いました。

　その結果、平成２１年度の方針として１３５事業が「継続事務事業」となりましたが、このうち１３０事業は「現

状維持」が適当、５事業は「特に検討が必要」と判断しました。

　また、７事業（下表）については平成２１年度から縮小いたしました。  

【縮小した事業】

事　業　名 ２０年度予算額 2 １年度の方向性

行政事務連絡員制度運営事業 13,482,000 円 予算 1,252,700 円に縮小

敬老祝金支給事業 4,340,000 円 予算 3,880,000 円に縮小

人工血液透析患者通院交通費助成 1,000,000 円 予算　180,000 円に縮小

放課後チューター事業 688,000 円 予算　576,000 円に縮小

豊かな心を育む子どもの体験活動支援事業 544,000 円 予算　274,000 円に縮小

温泉無料保養券交付 4,000,000 円 75 歳以上の方のみ交付

はり、きゅう、マッサージ等施術助成 1,500,000 円 75 歳以上の方のみ助成

◆ お問い合わせ先 ◆　高鍋町 政策推進課 財政経営係

　　　　　　　　　　　℡：２６－２０１８

 

行政マネジメントサイクル（ＰＤＣＡサイクル）

事務事業評価

政策
まちの基本的な

方針 

施策
政策実現のためのさまざまな目標

事務事業
施策実現のための実際の仕事

PLAN

（計画）

ACTION

（改善）

DO

（実施）

CHECK

（評価）

（ 図１）

（ 図２）
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台
風
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す

     

台
風
に
備
え
ま
し
ょ
う

　

地
震
や
津
波
が
突
発
的
に
起
こ
る
の
に
対
し
て
、
台
風
は
、
襲
来
時
期

や
規
模
、
被
害
の
程
度
な
ど
の
予
想
が
可
能
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
事
前
の
対
策
次
第
で
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

台
風
や
大
雨
が
近
づ
い
た
ら
、
気
象
情
報
に
は
十
分
注
意
し
、
適
切
に

対
応
す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◎
家
の
中
の
備
え

・
非
常
持
ち
出
し
用
品
を
準
備
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
雨
戸
が
な
い
場
合
は
、
飛
散
防

止
フ
ィ
ル
ム
等
を
窓
に
貼
り
、
飛

来
物
に
備
え
て
カ
ー
テ
ン
や
ブ
ラ

イ
ン
ド
を
下
ろ
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
飛
散
防
止
に
は
ガ
ム
テ
ー
プ

も
有
効
で
す
。

・
断
水
に
備
え
て
飲
料
水
を
確
保

す
る
ほ
か
、
浴
槽
に
水
を
張
る
な

ど
、
生
活
水
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

・
オ
ー
ル
電
化
の
住
宅
は
、
停
電

に
な
る
と
お
湯
も
沸
か
せ
ま
せ
ん

の
で
、
携
帯
ボ
ン
ベ
式
コ
ン
ロ
（
屋

外
避
難
の
際
も
重
宝
し
ま
す
）
を

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
浸
水
の
恐
れ
の
あ
る
時
は
家
財

道
具
を
高
い
場
所
に
移
し
、
乳
幼

児

・
お
年
寄
り
・
障
が
い
者
の
方

な
ど
は
で
き
る
だ
け
安
全
な
場
所

（
部
屋
）
に
移
動
し
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。

◎
家
の
外
の
備
え

・
窓
や
雨
戸
は
し
っ
か
り
と
カ
ギ
を
か

け
、
必
要
に
応
じ
て
補
強
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

・
側
溝
や
排
水
口
は
、
掃
除
を
し
て

水
は
け
を
良
く
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
植
木
鉢
や
物
干
し
台
な
ど
風
で
飛

ば
さ
れ
そ
う
な
物
は
、
固
定
し
た
り
、

家
の
中
に
格
納
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【避難所について】

　高鍋町内には、 ２２の指定避難所 （「高

鍋町防災マップ」 や 「高鍋町暮らしの便

利帳」 参照のこと） があります。 日頃か

ら家族で話し合って避難所を決めておき

ましょう。

　防災情報配信システム・ＳＯＳネットワーク登録者募集

　災害発生時または災害が発生する恐れのある場合、 早期に対策を講じ身の

安全を確保することが必要です。 そのための手段の一つとして、 パソコンや携

帯電話に防災情報 （避難勧告情報や避難所状況等） や災害に関する情報を

配信します。

　登録を希望される方は、 登録申込書に必要事項を記入のうえ役場総務課まで

提出するか、 町のホームページにアクセスして登録してください （登録申込書

はホームページからもダウンロードできます）。

※携帯電話で受信される方は、 各携帯電話会社で決められているパケット通信

　 料がかかります。

※ 「ＳＯＳネットワーク」 は防犯情報や捜索情報を配信するもので、 併せて登録

　　されます。

　高鍋町ホームページから、 防災情報配信システ
ム ・ ＳＯＳネットワークに登録できます。

パソコン版 ：  http://www.town.takanabe.miyazaki.jp/

（　トップ→防災情報→情報配信システム）　　

携　帯　版 ： http://www.town.takanabe.miyazaki.jp/

　　　　　　　　　　　　　　mobile/index.html　　

（　トップ→情報配信システム）　　　　　　　 　　  

このＱＲコードで登

録画面へアクセスで

きます。

宮
崎
県
総
合
防
災
訓
練

が
高
鍋
町
・
木
城
町
で

開
催
さ
れ
る　

五
月
二
十
四

日
に
小
丸
川
河

川
敷
広
場
等
で

行
わ
れ
た
訓
練

は
、
防
災
意
識

を
高
め
、
大
規

模
な
地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
が

発
生
し
た
場
合
に
少
し
で
も
被
害

を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
訓
練
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
町
民
の
皆
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ｑ　

役
場
お
客
様
駐
車
場

内
に
建
設
中
の
建
物
は
何

で
す
か
？

防
災
備
蓄
倉
庫
で
、

消
防

団
詰
所
や
避
難
所
を
兼
ね
て

い
ま
す
。
十
一
月
に
は
完
成
予

定
で
、
主
に
非
常
用
保
存
食
・

飲
料
水
・
毛
布
・
シ
ー
ト
な
ど

が
保
管
さ
れ
る
予
定
で
す
。

炊き出し訓練
（高鍋町赤十字奉仕団の皆さん
によるハイゼックス炊飯）

自主防災組織訓練
（水除自主防災会の皆さんによ
るバケツリレー）
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東
児
湯
支
部
大
会
へ
の

抱
負
を
各
部
長
に
聞
き

ま
し
た
！

第
一
部 

柏
木
部
長

　

一
部
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
も
っ

て
、
町
代
表
と
し
て
堂
々
と
し

た
操
法
を
し
た
い
。

第
七
部 

古
賀
部
長

　

町
代
表
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な

い
操
法
を
し
、
三
部
門
と
も
高

鍋
町
消
防
団
が
優
勝
を
と
り
た

い
。

第
十
部 

矢
野
部
長

　

町
民
の
皆
さ
ん
と
団
員
の
家

族
に
感
謝
し
ま
す
。
支
部
大
会

で
は
、
高
鍋
町
の
消
防
魂
を
見

せ
た
い
。

坂元団長以下５人の幹部のみなさん

大会前は連日指導にあたっていただきました
「操作はじめ！」　

「２番員、 異常なし！」

優勝した部の要員の皆さん

第
五
十
七
回
高
鍋
町
消
防
操
法
大
会

　

六
月
二
十
八
日
、
高
鍋
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
で
高
鍋
町
消
防
操
法
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
、
安
全
・
確
実
・

迅
速
に
消
火
活
動
が
行
え
る
よ
う
訓
練
を
重
ね
、
そ
の
成
果
を
競
う
も
の
で
す
。

　

仕
事
を
持
ち
な
が
ら
、
朝
夕

・
休
日
を
問
わ
ず
に
訓
練
を
重
ね
た
団
員
の
雄
姿
は
、

観
客
の
胸
を
打
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
熱
い
想
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
素
晴
ら
し
い
大
会
で
し
た
。 

 

※
各
部
門
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

優 

勝　

 

第
一
部

指
揮
者　

柏
木　

貴
典

一
番
員　

高
倉　

慎
司

二
番
員　

日
高　

和
也

三
番
員　

杉
田　

友
樹

四
番
員　

高
島　

順
治

第
二
位　

第
四
部

小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
の
部

優 

勝　
　

第
七
部

指
揮
者　

古
賀　

直
樹

一
番
員　

小
森　
　

隼

二
番
員　

黒
木　

幸
徳

三
番
員　

谷
川　

義
彰

第
二
位　

 

第
十
一
部

小
型
ポ
ン
プ
の
部

優
勝　

第
十
部

指
揮
者　

矢
野　

博
彦

一
番
員　

山
下　

太
志

二
番
員　

川
野　
　

領

三
番
員　

岩
元　
　

学

第
二
位　

第
八
部
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自然と調和する生活を考えてみませんか？

　みなさんの家庭から出される燃えるごみ・・・かなりの重さになっていません

か。その原因は生ごみが大きいと思われます。その生ごみをごみとして出さずに

有効活用できれば、燃えるごみが減量でき、処理費用の削減や焼却の際に発生す

る二酸化炭素削減などといった環境保全活動につながります。

　今回は、生ごみのたい肥化が手軽にできるダンボールコンポストを紹介します。

臭いも少なくベランダでもできるダンボールコンポスト。できたたい肥を使って元気な野菜や素敵な

花を育ててみませんか？子どもさんのいる家庭では、親子で食育活動もできますね！！

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の

作
り
方

①
準
備
し
ま
し
ょ
う

ダ
ン
ボ
ー
ル

（
み
か
ん
箱
く
ら
い
）
、

ピ
ー
ト
モ
ス
十
五
リ
ッ
ト
ル
、
も
み

殻
く
ん
炭
十
リ
ッ
ト
ル

（
家
庭
菜

園
や
園
芸
用
で
市
販
さ
れ
て
い
ま

す
）

②
設
置
し
ま
し
ょ
う

・
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
ピ
ー
ト
モ
ス
、
も

み
殻
く
ん
炭
を
入
れ
、
よ
く
混
ぜ

合
わ
せ
ま
す
。

・
ダ
ン
ボ
ー
ル
は
、
雨
の
か
か
ら
な

い
、
で
き
れ
ば
日
当
た
り
の
良
い
場

所
に
置
き
ま
し
ょ
う
。

③
生
ご
み
を
入
れ
ま
し
ょ
う

・
生
ご
み
を
入
れ
、
よ
く
混
ぜ
合

わ
せ
ま
す

（
投
入
量
の
目
安
は
一

日
五
百
グ
ラ
ム
ぐ
ら
い
）
。

・
虫
よ
け

（
不
要
な
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
活

用
で
き
る
）
を
か
ぶ
せ
ま
す
。

・
四
人
家
族
で
約
三
カ
月
の
使
用

が
目
安
で
す
。

④
熟
成
さ
せ
ま
し
ょ
う

・
生
ご
み
の
投
入
を
や
め
て
約

一
カ
月
、
熟
成
さ
せ
ま
す
。
熟

成
期
間
中
は
、
一
週
間
に
一
度

く
ら
い
水
を
加
え
ま
す
。
熟
成

が
終
わ
っ
た
ら
畑
に
入
れ
ま
す
。

《
絵
》
上
江
保
育
園

　
　
　
　

中
竹　

恭
子

団地のベランダでの取り組み事例を

紹介します！

　私は、 ２年前から始め、 最初は思ったようにいか

ずに半年ぐらいはごみを入れたり放置したりしていま

した。 １年ぐらいたった頃に白い菌が出て来たときは

嬉しかったですね。 これまでに、 ネギ・レタス・トマト・

イチゴ ・ ハーブなどを育て、 収穫できたときは子ど

もと喜びました。 これを始めてごみの量が確かに減

りました。 ベランダでの取り組みは台所に近いので、

軽い気持ちでできます。 （長町千代さん談）

町
立
保
育
園
三
園
の
取
り
組
み
が

最
優
秀
賞
を
受
賞
！

　

環
境
み
や
ざ
き
推
進
協
議
会
主
催
の
「
エ
コ
ラ
イ
フ
・
コ
ン
テ
ス
ト
【
エ

コ
幼
稚
園
・
保
育
園
部
門
】
」
に
お
い
て
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
事
例
発
表
を

行
い
ま
し
た
。

最
優
秀
賞

　
　

高
鍋
町
立
持
田
保
育
園
・
上
江
保
育
園
・わ
か
ば
保
育
園

　
　

《
取
り
組
み
の
名
称
》

　
　
　
　
　
　

「
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
で
生
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
」

いい感じで白い菌が顔を出して
いました

生ごみリサイクルに

ついての事例発表

生ごみまぜまぜ♪

上
江
保
育
園
の

元
気
野
菜
畑

舞
鶴
団
地
に
お
住
ま
い
の

長
町
さ
ん
の
家
庭
菜
園
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社団法人全国海岸協会
平成２１年度海岸功労者

（海岸愛護）

環境大臣賞
平成２１年度環境保全功労者
（地域環境保全功労者）

桐
蔭
横
浜
大
学
野
球
部　

　

  

神
奈
川
大
学
一
部
リ
ー
グ
初
優
勝
！

  

先輩から一言 先輩から一言

　高鍋町で春季キャンプを行った桐蔭横浜大学

野球部が、創部からわずか４年で神奈川大学１

部リーグで見事全勝優勝を成し遂げ、第５８回

全日本大学野球選手権大会に出場しました。１

回戦は大阪教育大学に３対１で勝

利、２回戦は近畿大学に２対１で

惜敗しました。今後の活躍がます

ます期待される同野球部の斎藤博

久監督に電話インタビューを行い

ました！

・リーグ優勝の勝因は何でしょう？
　メンバーを外れた選手を含めたチームワークと

選手の素直な人間性ですね。

・全日本大学野球選手権大会について
　１回戦は、 自分たちの試合で勝利することがで

きました。 ２回戦は、 生意気ですが勝てた試合で

したので、 私の采配などを含めた反省により、 次

につなげたいと思っています。

・高鍋町民の皆さんへ
　キャンプ地の皆さんに応援していた

だき、 本当に感謝しています。 今後と

も応援のほど、 よろしくお願いします。

　

高鍋町持田地区高齢者福祉
センターオープン！

　高齢者の生き生きとした生活支援と健康増進や地域活性

化を目的に、 高鍋町持田団地内に５月３１日にオープンし

ました。

　館内には、 会議室 ・ 教養娯楽室 ・ 調理室 ・ 集会室を備

えており、集会室は１００人程度の会議が可能で、ミニバレー

や踊り ・ 健康体操などにも利用できます。

　利用については、 つぎのとおりです。

◎利用可能時間　午前９時～午後１０時

　　※１時間単位で予約ができます。

◎利用料金　町内居住の６０歳以上の方は無料

　　　　　　　　　それ以外の方は有料

◎休館日　毎週月曜日、 年末年始、 国民の祝日に

 　　　　　　　関する法律に規定する休日

 ※地域間交流や世代間交流、子どもたちの学習の場と

    しての活用も期待できそうです。

◆ お問い合わせ先 ◆

　　高鍋町持田地区高齢者福祉センター

　　℡ ： ２２－１６１０

平成２１年度高鍋町
新規採用職員を紹
介します！

　　　　阪
さかもと

本 隆
りゅういち

一

配属先 ： 建設管理課 

　　　　　　建築 ・ 都市計画係

出身地 ： 南町

趣　 味 ： 音楽鑑賞、 読書

特　 技 ： 建築パース、 建築模型づくり

　　　　川
かわしま

嶋 健
け ん た ろ う

太郎

配属先 ： 健康福祉課 健康推進係

       　　　（健康づくりセンター）

出身地 ： 宮崎市

趣　 味 ： ゴルフ、 バイク、 サッカー

特　 技 ： 計算、 行動力抜群！

　課の再編により、 建築 ・ 都市計画係になりました。 仕事の内

容が多種多様になり業務量も増えています。 技師として入庁しま

したが、 技師の枠にとらわれることなく柔軟に業務に対応できる

職員になってほしいです。 � （三枝主査）

　「紅一点」ならず「黒一点（？）」、９人の中に１人の男性ですが、

感性豊富な女性の中で臆することなく頑張っていると思います。

公私共に人との出会いから伝わってくるものを大切にして、 ハー

トを持って頑張って欲しいと思います。 � （上杉係長）

　建築設計事務所を経て、 今年度よ

り行政の仕事に就くことになりました。

まだまだ若さが目立ち、 至らないとこ

ろばかりです。 一生懸命努力してま

いりますので、 よろしくお願いいたし

ます。

　保健師として採用になりました。 男

性保健師として皆様には不慣れかも

しれませんが、 皆様のお役にたてる

保健師を目指していきますので、 今

後もあたたかいご指導をよろしくお願

いいたします。  

受賞おめでとうございます

提供：桐蔭横浜大学

蚊口子ども会 高鍋湿原保全会



－ � －－ � －

まちの話題

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
⑦

「
高
鍋
湿
原
保
全
活
動
」

「
高
鍋
湿
原
保
全
活
動
」

�

高
鍋
湿
原
保
全
会

　

　

平
成
十
一

年
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成

講
座
受
講
を

き
っ
か
け
に
し

て
高
鍋
湿
原

保
全
会
が
発

足
し
ま
し
た
。

活
動
と
し
て
は
、
会
員
全
員
で
毎
週

月
曜
日
に
草
刈
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
会
長
の
池
田
さ
ん
と
顧

問
の
岩
村
さ
ん
は
、
毎
日
の
よ
う
に

湿
原
へ
足
を
運
び
、
さ
ま
ざ
ま
な
保

全
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
環
境
大
臣
賞
受
賞

（
右

ペ
ー
ジ
参
照
）
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
が

全
国
的
に
認
め
ら
れ
た
証
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

会
長
の
池
田
さ
ん
は

「
湿
原
は
空

気

・
風

・
鳥
の
鳴
き
声
な
ど
素
晴
ら

し
い
魅
力
を
持
っ
て
お
り
高
鍋
町
の
宝

物
で
す
。
湿
原
案
内
ガ
イ
ド
を
含
め

た
活
動
は
、
高
鍋
町
へ
の
恩
返
し
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
た
う
え
で
、

保
全
活
動
の
後
継
者
不
足
に
つ
い
て

も
触
れ
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
員
は
次
の
方
々
で
す
。

池
田
た
え
子
・
岩
村
進
・
岩
村
哲
雄
・

岩
永
勝
美
・
北
園
一
己
・
吹
井
継
雄
・

児
島
正
卓
・
渡　

紀
八　

（
敬
称
略
）

◎
住
み
や
す
い
ま
ち
へ

　

七
月
二
日
、
非
行
や
犯
罪
の
な

い
ま
ち
を
目
指
し
、
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

が
役
場
を
訪
問
し
ま
し
た
。

◎
将
来
が
期
待
さ
れ
ま
す

　

七
月
三
日
、
高
鍋
町
美
術
館
多

目
的
ホ
ー
ル
で
「
青
年
の
主
張
発

表
会
」
高
鍋
地
区
大
会
お
よ
び
児

童
・
生
徒
の
声
を
聞
く
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
発
表
者
の
皆
さ
ん
は

日
ご
ろ
考
え
、
感
じ
て
い
る
こ
と

を
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で
訴
え

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
将
来
の
夢

に
つ
い
て
具
体
的
に
話
す
人
も

お
り
若
者
の
可
能
性
を
感
じ
ま

し
た
。

◎
使
い
や
す
く
な
り
ま
し
た

　

六
月
四
日
、
第
五
十
一
回
水
道

週
間
に
ち
な
ん
で
町
内
の
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
八
社
の

十
八
人
が
、
町
内
保
育
園
と
東
西

小
学
校
の
水
道
蛇
口
な
ど
の
修

理
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
社

員
の
一
人
は
「
丸
一
日
が
か
り
の

作
業
で
し
た
が
、
修
理
後
は
大
変

喜
ん
で
い
た
だ
き
、
疲
れ
も
吹
き

飛
び
ま
し
た
」
と
笑
っ
て
話
さ
れ

ま
し
た
。
来
年
の
水
道
週
間
で

は
、
中
学
校
で
の
奉
仕
活
動
を
予

定
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
者
を
含
む

十
一
社
は
六
月
二
日
、
高
鍋
町

と
災
害
時
水
道
施
設
応
急
対
策

業
務
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
、

災
害
時
の
優
先
的
復
旧
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

◎
素
足
で
歩
け
る
砂
浜
へ

　

六
月
二
十
一
日
、
蚊
口
子
ど
も

会
・
高
鍋
町
観
光
協
会
共
催
で

蚊
口
浜
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

清
掃
に
は
約
七
百
人
の
町
民
が

参
加
し
、
大
き
い
石
の
ほ
か
貝
殻

な
ど
を
拾
い
ま
し
た
。
参
加
し
た

高
鍋
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
の
井

上
亮
く
ん
は
「
石
が
あ
る
と
ケ
ガ

を
し
て
危
な
い
と
思
う
。
今
年
は

き
れ
い
に
な
っ
た
海
水
浴
場
へ

泳
ぎ
に
来
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

◎
人
の
良
心
に
問
い
か
け
た
い

　

五
月
十
七
日
、
持
田
地
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
主
催
で
鴫
野
浜

清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
清
掃
に

は
町
民
約
八
十
人
が
参
加
し
、
飲

食
物
の
ご
み
の
ほ
か
布
団
や
タ

イ
ヤ
の
粗
大
ご
み
な
ど
を
大
量

に
回
収
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

腐
敗
臭
の
す
る
ご
み
の
回
収
や

分
別
を
黙
々
と
行
っ
て
い
ま
し

た
。

◎
事
業
所
の
み
な
さ
ん

     

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　

六
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
六

日
の
三
日
間
、
高
鍋
西
中
学
校
三

年
生
が
町
内
外
の
事
業
所
で
職

場
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
日

ご
ろ
は
勉
強
や
部
活
動
に
忙
し

い
生
活
を
送
っ
て
い
る
生
徒
は
、

今
回
、
働
く
こ
と
の
意
義
を
確
認

し
、
将
来
の
夢
を
現
実
に
す
る
た

め
の
新
た
な
目
標
を
立
て
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

七夕飾りが揺れる中、法務大

臣からのメッセージが読み上

げられました
高鍋農業高等学校

米良 みのりさん

「友愛的な精神で応急対策に協力

する」と話した水道工事事業者代

表の興梠さん（左）

取材体験をする

佐藤皓太郎さん

自分が出したごみは自分で片

付ける…親から子へ伝えるべ

き大事なことです

　７月４日、ホンダロックさんのご協力を得て四輪バギー

によるビーチクリーン活動が行われました。また多数の

町民にも参加していただき、きれいな砂浜になりました。

海開きは７月１８日です。来場をお待ちしています！




